
　議会だよりが創刊された昭和50年代当時の粕
屋町と今の粕屋町を比べてみました。
　時代と共に発展を遂げる我が町。
　先人たちに感謝し、私たち議会もふるさとのた
め、明日の粕屋のためがんばってまいります。

福岡県粕屋町議会

かすや

９月定例会
2018年11月５日発行

粕屋の記憶

９月定例会　ピックアップ 2
一般質問 10人 12
議会報告会 23

NO.150

150号　記念誌
特別　企画

む
か
し

旧伊賀駅旧伊賀駅

旧粕屋町役場庁舎旧粕屋町役場庁舎

旧国鉄勝田線
201号線踏切付近
旧国鉄勝田線
201号線踏切付近

旧国鉄勝田線沿線付近旧国鉄勝田線沿線付近

粕屋町役場庁舎粕屋町役場庁舎

伊賀駅伊賀駅

い
　ま

議会だより



町税
63億6,146万円

42.9％

繰入金
1億1,996万円
0.8％

その他
18億1,671万円
12.3％

町債
12億62万円
8.1％

地方交付税
10億5,513万円

7.1％

依存財源
65億1,461万円
44.0％

国・県支出金
31億8,028万円
21.5％

その他
10億7,859万円

7.3％

自主財源
82億9,813万円
56.0％

一般会計
歳入総額

148億1,275万円

一般会計
歳出総額

143億3,122万円

民生費
52億1,403万円
36.4％

公債費
11億3,266万円

7.9％

教育費
28億401万円
19.6％

衛生費
14億6,348万円
10.2％

土木費
13億9,519万円

9.7％

総務費
11億1,273万円

7.8％

消防費
4億8,343万円
3.4％

農林水産業費
8,678万円
0.6％

その他
6億3,891万円
4.5％

　
歳
入
の
う
ち
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
全
体
の
56･

０
％
で
、
国
・
県
支
出
金
や
交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
44･

０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
税
の
伸
び（
前
年
度
比
2.4
％
増
）が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
が

増
加
し
、
1.1
億
円
の
寄
附
金
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
前
年
度
よ
り
９
億
１
千
４
４
１
万
円
の
増
額
で
し
た
。

　
医
療
・
福
祉
な
ど
に
使
う
民
生
費
が
年
々
増
加
し
、
全
体
の
36･

４
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
増
築
工
事
な
ど
で
、教
育
費
が
増
加（
前
年
度
比
25･

８
％
増
）

し
、
全
体
の
19･

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

町民税、固定
資産税など、
町民の皆様に
納めていただ
く税金です。

医療・福祉
など使い道
が決まった
補助金です。

ふるさと納
税の寄付金
はここに含
まれます。

自治体の規
模や人口に
応じて国か
ら交付され
る お 金 で
す。

町の借り入
れ金です。

医療・福祉
に使うお金
です。

借り入れの
返済金です。

※�端数処理（四捨五入）により合計が
一致しない場合があります。

　平成30年 第３回（９月）定例会は、８月31日から9月21日までの会期で開催されました。
　平成30年９月９日投開票の粕屋町長選挙のため、決算・補正予算審議、次に各委員会の
審議、そして、箱田町長の所信表明、定例会終盤に一般質問を行う、変則的な定例会となり
ました。議案18件・諮問２件、発議1件の審議を行いました。（詳しい賛否表はP11）

29年度　一般会計決算　　行政効果をどう評価？
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※基金とは、公共施設整備基金、減債基金、財政調整基金の三基金を指します。

（
一
般
会
計
分
）

10

25年度

18億55百万円
22億31百万円 26億19百万円

28億53百万円

18億92百万円

101億67百万円
106億32百万円 104億89百万円 106億22百万円

96億11百万円

基金（貯金）

町債（借金）

26年度 27年度 28年度 29年度

20

100

（億円）

基金（貯金）と町債（借金）の状況は
町民1人当りの貯金は約6万円、借金は約22万円

※

仲原小校舎増築・プール改修、西小・中央小トイレ改修
5億6,111万円

峰屋敷・向川原線の道路新設工事� 1億2,371万円

町立幼稚園４園に空調機を設置� 1,834万円

粕屋東中校舎増築、エレベーター・屋外トイレ改修
4億8万円

29年度　一般会計決算　　行政効果をどう評価？
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監
査
委
員
の
意
見
代
表
監
査
委
員　
　
　

山
田 

重
德

議
会
選
出
監
査
委
員　

案
浦 

兼
敏

１
．
予
算
の
計
画
的
な
執
行
に
つ
い
て

　

�　
年
度
末
に
多
額
の
切
手
を
購
入
す
る
事
例
が
み

ら
れ
た
。
予
算
は
、
そ
の
年
度
に
必
要
な
額
を
計

画
的
に
執
行
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
公
有
財
産
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

　

�　
公
有
財
産
が
不
法
に
占
有
さ
れ
て
い
る
事
例
が

み
ら
れ
た
。
公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に

巡
回
し
、
適
正
に
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

�　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
補
助
金
に
つ
い

て
は
交
付
目
的
に
よ
り
類
型
化
し
、
定
期
的
に
外

部
か
ら
の
行
政
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
所

管
課
に
お
い
て
も
常
に
交
付
目
的
に
沿
っ
て
執
行

さ
れ
て
い
る
か
、
検
証
・
見
直
し
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

４
．
３
Ｅ（
経
済
性
・
効
率
性
・
有
効
性
）向
上
の
た
め
に

　

�　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
て
常
に
業
務
の

改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。
各
自
の
更
な
る
研
鑽
と

得
ら
れ
た
知
識
の
共
有
化
を
図
ら
れ
た
い
。

５
．�「
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
」の
活
用
に

つ
い
て

　

�　
※
公
会
計
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
※
統
一
的
な
基
準

に
よ
る
財
務
書
類
は
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

活
用
が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
新
し
い
シ
ス

テ
ム
で
は
あ
る
が
、
そ
の
有
用
性
の
研
究
を
進
め

て
、
町
政
の
効
率
化
を
図
ら
れ
た
い
。

※�「
公
会
計
シ
ス
テ
ム
＝
新
地

方
公
会
計
制
度
」と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
現
行
の

予
算
、
決
算
制
度
は
現
金
主

義
会
計
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
現
金
主
義
会
計
で
は
見

え
に
く
い
コ
ス
ト
情
報
や
ス

ト
ッ
ク
情
報
を
把
握
し
、
財

政
の
効
率
化
・
適
正
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国

に
よ
り
地
方
公
会
計
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
粕
屋
町
で
は
、
平
成
21
年

度
決
算
分
か
ら
順
次
取
り
組

み
、
平
成
28
年
度
決
算
分
か

ら
、
国
の
統
一
的
な
基
準
に

よ
る
財
務
書
類
の
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※�「
統
一
的
な
基
準
に
よ
る

財
務
書
類
」と
は

・�

貸
借
対
照
表（
Ｂ
Ｓ
）…
基

準
日
時
点
に
保
有
す
る
財

政
状
況（
資
産
、
負
債
、

純
資
産
の
残
高
）を
表
示

し
た
も
の
で
す
。

・�

行
政
コ
ス
ト
計
算
書（
Ｐ
Ｌ
）

・�

純
資
産
変
動
計
算
書（
Ｎ
Ｗ
）

・�

資
金
収
支
計
算
書（
Ｃ
Ｆ
）

分析の
視点

住民ニーズ
（知りたいこと、知って

おいた方が良いこと）

状況を客観的に
判断するための

数値項目
一般会計等

指　標 参照する書類 平成29年度 平成28年度 比　較

資産
形成度

１�．将来世代に残る資産
はどのくらいあるの
か？

住民一人当たり
資産額 BS 89.6万円 90.7万円 △1.1万円

歳入額対資産比率 BS、CF 2.9年 3.0年 △0.1年
有形固定資産減価償却
率

［資産老朽化比率］
BS 57.1% 56.4% 0.7

世代間
公平性

２�．将来世代と現役世代
との負担の分担は適切
か？

純資産比率 BS 69.6% 69.2% 0.4
社会資本等形成の世代
間負担比率

［将来世代負担比率］
BS 28.0% 27.7% 0.3

持続可能性
（健全性）

３�．財政に持続可能性が
あるか？（どのくらい
借金があるか）

住民一人当たり
負債額 BS 27.3万円 27.9万円 △0.6万円

債務償還可能年数 CF、健全化判
断比率 9.6年 11.3年 △1.7年

基礎的財政収支
（�プライマリーバラン

ス）
CF △1.9億円 △0.9億円 △1.0億円

歳入額対資産比率：資産形成に何年分の歳入が充当されたかをみることができます。
有形固定資産減価償却率：耐用年数に対して償却資産の取得からどの程度経過しているかをみることができます。100％に近いほど老朽化が進んでいます。
社会資本等形成の世代間負担比率：有形固定資産のうち、地方債による整備、将来の世代の負担の割合を示しています。
債務償還可能年数：粕屋町の将来負担額を業務活動の黒字分で返済する場合、何年かかるのかをみることができます。
基礎的財政収支：地方債の償還を除いた経費が、借金を除いた税収などでまかなわれているかをみることができます。
財務書類の詳細は粕屋町ホームページ　トップページ 〉 行政ガイド 〉 情報公開 〉 財政状況 〉 わかりやすい財務書類
http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/gyosei/johokokai/zaisei/kessanzaimusyorui/index.html

★★★★★ 財務書類分析で見えてくるもの ★★★★★
　現行の現金主義会計では見えなかったことが、財務書類の分析で次のとおり見えてきます。

町民1人当りの貯金　  約6万円
※P3参照　　　　　  借金　約22万円

町民1人当りの資産額　 約90万円
町民1人当りの負債額 　約28万円

平
成
29
年
度
決
算
審
査
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財政の健全性を見る4つのポイント

近隣市町村との比較をしてみました

１．財政力指数　0.85
　　　　　　（前年度比 0.01向上  ）

　予算のうち、どれくらいを自前の税
収で賄えているかを表します。
　この指数が高いほど財政力が強いこ
とを表しています。
　平成29年度は前年度より0.01増加
しており、比較的健全な値を示してい
ます。

３．実質公債費比率  10.8%
　　　　　　（前年度比 0.1悪化  ）

　一般会計が負担する借金返済費用の
割合。数値が高いほど他の事業にあて
る財源を圧迫することになります。
　平成29年度は前年度より0.1ポイン
ト悪化しましたが、この数年は減少傾
向で推移しています。

２．経常収支比率　93.0%
　　　　　　（前年度比 2.7悪化  ）

　人件費など毎年かかる固定費の割
合。数値が低いほど政策的に使えるお
金が多いことになります。
　平成29年度は前年度より2.7ポイン
ト悪化しています。これは新給食セン
ターの供用開始に伴う物件費の増加に
加え、公債費や扶助費が増加したこと
が要因となっています。

４．将来負担比率　5.5%
　　　　　　（前年度比 13.5向上  ）

　財政規模に対する地方債などの負債
の割合。
　平成29年度は前年度より13.5ポイ
ント向上しており、比較的健全な数値
を示しています。

※実質公債費比率及び将来負担比率は、速報値。

財政力指数 経常収支比率 実質公債費比率 将来負担比率
粕屋町 0.85 93.0% 10.8%   5.5%
篠栗町 0.57 97.9%   6.7% —
久山町 0.81 90.1% 13.7% 61.9%
須恵町 0.59 86.7%   7.6% 49.4%
志免町 0.74 90.3%   5.8% —
宇美町 0.60 96.5%   9.1% 29.1%
新宮町 0.87 89.9%   8.1% 72.5%
古賀市 0.68 95.0%   5.3% —
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平
成
30
年
度
補
正
予
算（
第
２
回
）

専
決
処
分
の
承
認

○�

前
町
長
の
任
期
途
中
の
辞
職
に
よ
り
、
９
月
９
日

投
開
票
さ
れ
た
選
挙
に
伴
う
費
用
で
す
。

　
補
正
額

　
　
　
　
　
　
６
８
万
円　
投
票
所
入
場
券
作
成

　
　
　
１
，
３
１
７
万
円　
選
挙
執
行
事
務

●�

こ
の
金
額
を
当
日
の
投
票
者
数（
１
２
，
５
２
０

人
）で
割
る
と　
１
，
１
０
６
円（
投
票
率
34
・

66
％
）に
な
り
ま
す
。

　
単
純
に
有
権
者
全
員（
３
６
，
１
２
０
人
）が
投
票

す
る
と
３
８
３
円
に

単
価
が
下
が
り
、
費

用
対
効
果
は
増
大
し

ま
す
。

執行部より提案された主な補正予算

平成30年度
一般会計
補正予算

補 正 額� 3億5,336万円
予算総額� 143億　  929万円

前年度比　4億6,587万円の増額

平
成
30
年
度
補
正
予
算（
第
３
回
）

（
主
な
歳
出
の
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
）

経
営
政
策
課

　
２
０
７
万
円

　
　
シ
ス
テ
ム
新
元
号
対
応
委
託
料

総　
務　
課

　
１
９
５
万
円

　
　

�

７
月
22
日
発
生
雷
害
に
よ
る
高
圧
ケ
ー
ブ
ル

復
旧
工
事

社
会
教
育
課

　
３
０
０
万
円

　
　
か
す
や
ド
ー
ム
の
修
繕
料（
増
額
）

　
　
・
消
防
不
良
箇
所
の
修
繕

　
　
・
空
調
関
係
・
防
球
ネ
ッ
ト

　
　
・
シ
ャ
ワ
ー
室
等
の
水
洗
関
係

　
　

地
域
振
興
課

　
９
，
４
０
０
万
円

　
　

�

南
里
水
路
護
岸
本
復
旧
工
事
費

　
６
０
０
万
円

　
　
江
辻
地
区
取
水
ゲ
ー
ト
設
置
工
事
費（
増
額
）
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子
ど
も
未
来
課

　
１
，
６
９
１
万
円

　
　

�

工
事
請
負
費（
仲
原
保
育
所
ト
イ
レ・ブ
ロ
ッ

ク
塀
改
修
、中
央
保
育
所
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
）

都
市
計
画
課

　
１
，
０
０
０
万
円

　
　

�

粕
屋
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
積
改
修
工
事

仲原小学校
低くなったブロック塀

仲原保育所

旧庁舎のブロック塀

中央スポーツ公園
（本年中に工事がスタートします）

○�

総
務
課
所
管
の
旧
庁
舎
跡
地
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
…
解
体
済
み

○�

学
校
教
育
課
所
管
の
町
内
４
小
学
校
、
粕
屋
東
中

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀（
仲
原
小
学
校
は
一
部
工
事
済
）

ブロック塀 大丈夫？
※赤文字はブロック塀に関するものです。

緊急度高し

　
本
年
６
月
18
日
の
大
阪
北
部
地
震
で
、
小
学

校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
登
校
中
の
女
児

が
下
敷
き
と
な
り
、
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
粕
屋
町
で
も
町

内
公
共
施
設
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
緊
急
点
検

さ
れ
、
現
在
危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
改
修

工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
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委員会レポート

1. 証明書発行手数料が一部変更となります。
　平成30年12月10日からマイナンバー（個人番号）カードを利用した証明書発行（戸籍抄本・
住民票の写し・戸籍の附票・所得課税証明書）コンビニ交付サービスがスタートします。
　それに伴い、コンビニ交付の証明書発行手数料を新たに設定し、現在の庁舎内自動交付機の
証明書発行手数料を増額するため、条例改正案が執行部より提案され、下記の表のとおりと変
更になります。
　役場庁舎内に設置している自動交付機の証明書発行手数料は、これまで200円に据え置かれ
ていましたが、12月10日以降は、窓口での発行手数料と同じく300円に統一されます。

議員からの質問
　Ｑ１：条例の変更目的は
　Ａ１：�コンビニ交付による住民サー

ビスを目的としています。
　Ｑ２：�現在の自動交付機は５年間継

続されますが、その後も自動
交付機を継続してほしい。

　Ａ２：継続は５年間のみです。

議員からの意見
　コンビニ交付移行後、役場窓口での発
行枚数が減少した際には、人員などの見
直しをすべきでは。

2. 粕屋町指定避難場所及び指定避難所が変更になります。
　福岡県より水防法の改正により、県管理河川の洪水浸水想定区域の見直しにより、粕屋町内
の洪水浸水想定区域が拡がりました。
　その結果、今まで避難場所及び避難所として指定していた施設が、洪水浸水想定区域に入り、
今回の変更で行政区内に避難できる公的施設がなくなった地域の方のために、中央小学校・仲
原小学校・かすやドームを、避難勧告等発令時の避難場所として定めました。
※現在の防災マップが来年度改定される予定です。
※粕屋町ホームページを参照ください。

総 務 常 任 委 員 会

証明書の種類 交付方法 改正前 改正後

戸籍謄抄本

窓口交付 450 450

自動交付機 450 450

コンビニ交付 － 400

印鑑登録証明書

窓口交付 300 300

自動交付機 200 300

コンビニ交付 － 250

住民票の写し

窓口交付 300 300

自動交付機 200 300

コンビニ交付 － 250

戸籍の附票

窓口交付 300 300

自動交付機 － －

コンビニ交付 － 250

所得課税証明書

窓口交付 300 300

自動交付機 － －

コンビニ交付 － 250
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1.コンビニエンスストアで印鑑登録証明書が交付できるようになります
　マイナンバー（個人番号）カードを利用し、コンビニエンスストアにおいて印鑑
登録証明書を取得できるようになり、利便性が高まります。

議員からの質問
Ｑ１：�町民の間で自動交付機の周知・利用が進んでいるため、コンビニ交付を行わ

なくても、土日利用者のためにサンレイクかすやなどに交付機を設置して、
このまま続けられないでしょうか。

Ａ１：�カードの切り替え期間として、老朽化した交付機を取り換え、12月10日以降
５年間設置をしますが、それ以降の継続の予定はありません。

議員からの意見
　マイナンバーカードの作成状況は町民の7.5％、3500名ほど。
　カードを作ろうと思っても仕事などの都合でできていない町民もいるので、交付
申請事務が行いやすい役場の環境を検討する必要があるのではないでしょうか。

2.住民基本台帳カードの利用目的を定めた条例が廃止されました。
　現在、住民基本台帳カードを所持し、廃止前の多目的の登録をされている方につ
いては、カードの有効期限またはマイナンバーカードの交付を受けるときのいずれ
か早い時までの間には引き続き利用できます。

機種変更予定の自動交付機

厚 生 常 任 委 員 会

庁舎内自動交付機が12月10日から新し
くなり、５年間の予定で利用できます。

●利用時間は変わりません。
　平　　　日　9：00−20：00
　土・日・祝　9：00−12：00
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町内巡回バス調査の報告がありました
　平成29年度の『町内巡回バス調査・検討業務委託』（委託料2,678,400円）
の調査結果を基に第２回目の報告を受けました。
　現在、町からの委託により粕屋町社会福祉協議会による“ふれあいバス”と
して運行していますが、今後の巡回バスの利便性向上のため、様々な角度か
らの調査・報告がありました。
　JR駅を６つも有するわが町でありますが、町内の一部では公共交通の空白
地帯もあり、今後の高齢化の進行に対応する重要な交通手段として検討して
いく必要があります。
　都市計画課では、関係する経営政策課・総務課・学校教育課・介護福祉課・
子ども未来課との協議を重ねて今年度いっぱいには方向性を出したいとのこ
とです。
　町民のみなさん、近くを通る“ふれあいバス”に一度ご乗車されてはいかがで
しょうか。どのコース、どれだけの区間、どなたでも無料で乗車できます。

建 設 常 任 委 員 会

【町内巡回バス運行コース】
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一目でわかる審議結果（賛否の分かれた議案のみ）

○ ⇒ 賛成　　● ⇒ 反対
― ⇒ 退席　　欠 ⇒ 欠席

採
決
結
果

賛
成(

人)

末
若　

憲
治

井
上　

正
宏

案
浦　

兼
敏

鞭
馬　

直
澄

安
藤　

和
寿

中
野　

敏
郎

木
村　

優
子

太
田　

健
策

川
口　
　

晃

田
川　

正
治

福
永　

善
之

小
池　

弘
基

久
我　

純
治

本
田　

芳
枝

八
尋　

源
治

山
脇　

秀
隆

伴
う
条
例
の
改
廃

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

粕 屋 町 手 数 料 条 例 の 一
部改正

可
決 11 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

粕 屋 町 印 鑑 条 例 の 一 部
改正

可
決 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○

粕 屋 町 住 民 基 本 台 帳
カード利用条例の廃止

可
決 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○

平成30年度粕屋町後期高齢者医
療特別会計補正予算

可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度粕屋町一般会計歳入
歳出決算の認定

可
決 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度粕屋町国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定

可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度粕屋町後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定

可
決 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度粕屋町住宅新築資金
等 貸 付 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決
算の認定

可
決 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

粕屋町議会ホームぺージのリニュー
アル検討特別委員会の設置

可
決 13 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

☆ 議案名については分かりやすい文言に置き換えています。

目　　的 設置の期間 委　　員

①�ホームぺージの構成内容の見直し
の必然性の調査研究のため

②�見直しが必要な場合は、構成内容
を検討するため

平成30年第４回定例会初日
の前日まで

【12月６日（木）】

福永　善之（委員長）
末若　憲治（副委員長）
小池　弘基
木村　優子
安藤　和寿
井上　正宏

粕屋町議会ホームぺージのリニューアル検討特別委員会の設置
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町政を問う  一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町は会期の始めに行っています。ただし、今回
は町長就任の後に行われたため会期の終わりの実施でした。議員は、町政全般にわ
たって、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を基に掲載しております。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

鞭馬　直澄 議員　　P13
①犯罪から子どもを守る対策は
②町立保育所の存続建て替えは
③町民の皆さんの意見を聞くことは

案浦　兼敏 議員　　P14
①粕屋町の農業振興は
②駕与丁公園の整備は

福永　善之 議員　　P15
①役場内の内部統制は

本田　芳枝 議員　　P16
①敷地調査費に弁護士費用を流用

中野　敏郎 議員　　P17
①自然災害への対応は

※バラは粕屋町の町花です。

太田　健策 議員　　P18
①給食センター整備事業の住民訴訟は
②行政区のあり方は

川口　晃 議員　　　P19
①SPC問題は“闇の中”
②JR篠栗線、篠栗駅までの準急化を

久我　純治 議員　　P20
①水鳥橋の再建は
②特別職、また公務員の退職の経緯は

田川　正治 議員　　P21
①町立保育所の建て替えを早急に
②水害対策に地下貯水槽の増設を
③災害避難場所の体育館に冷暖房を

井上　正宏 議員　　P22
①前池田泰博副町長の挨拶は
②市制に向けての準備は

掲載は質問順としています。

平成30年９月15日、19日、20日実施
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鞭
馬

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
た

く
さ
ん
接
し
て
望
み
や

意
見
を
聞
く
こ
と
が
第

一
歩
で
あ
り
、
大
事
な

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど

う
取
り
組
み
ま
す
か
。

町
長

　

い
ろ
ん
な
機
会
を
と
ら

え
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
行
政
か
ら
の
説
明

を
す
る
場
を
考
え
ま
す
。

鞭
馬

　

町
長
と
職
員
の
皆
さ
ん
も
、

鞭馬　直澄 議員

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は

箱
田・町
長
／
地
方
自
治
の
原
則
で
す

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

　

町
の
保
育
方
針
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
反
映
で
き

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
子
育
て
の
拠
点

づ
く
り
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。

町
立
保
育
所
の
存
続
建
て
替
え
は

犯罪から子どもを守る対策は

箱
田・町
長
／
可
能
な
限
り
早
く
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

箱田・町長／犯罪ができない風土を醸成します

鞭
馬

　

９
，０
０
５
人
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
出
さ
れ
た
、

町
立
保
育
所
を
存
続
さ
せ

て
建
て
替
え
て
ほ
し
い
と

の
請
願
書
は
、
非
常
に
重

い
要
望
で
す
。
こ
の
こ
と

を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

鞭
馬

　

不
審
者
な
ど
か
ら
子

ど
も
を
守
る
対
策
に
ど

う
取
り
組
み
ま
す
か
。

町
長

　

子
ど
も
は
粕
屋
町
の
宝

で
あ
り
、
子
ど
も
を
守
る

こ
と
は
町
の
責
務
で
す
。

　

犯
罪
を
防
止
す
る
に
は

地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
が
重
要
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
育
成
す
る
こ
と

を
、
第
一
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

町
長

　

民
営
化
反
対
の
請
願

書
が
議
会
で
採
択
さ
れ

た
こ
と
は
、
私
自
身
十

分
重
た
く
受
け
と
め
て

お
り
ま
す
。鞭

馬

　

町
立
保
育
所
の
役
割
を

鞭
馬

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、

防
犯
活
動
を
続
け
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

へ
の
町
の
支
援
が
、
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

も
っ
と
積
極
的
な
支
援

が
必
要
で
す
が
、
ど
う
考

え
ま
す
か
。町

長

　

十
分
理
解
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

積
極
的
に
現
場
に
出
向
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
接
し
て
い

く
こ
と
を
さ
れ
ま
す
か
。

町
長

　
「
積
極
的
に
外
に
飛
び
出

せ
公
務
員
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
私
も
職
員
も
こ
う
い
う

姿
勢
で
こ
れ
か
ら
の
行
政

に
取
り
組
む
つ
も
り
で
す
。

ママさん防犯ボランティア
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案浦　兼敏 議員

　

粕
屋
町
に
お
け
る
農

業
の
役
割
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

八
尋・地
域
振
興
課
長

　

農
地
は
、
農
産
物
生
産

の
場
だ
け
で
な
く
、
洪
水

防
止
な
ど
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
農
業
は
、
伝
統
文

化
の
継
承
、
癒
し
や
安

ら
ぎ
、
体
験
学
習
の
場
の

提
供
な
ど
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

案
浦

粕
屋
町
の

農
業
振
興
は

箱
田・町
長
／
地
域
完
結
型
の

農
業
を
目
指
し
ま
す

案
浦

　

今
年
の
農
業
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
ま
し
た
か
。

地
域
振
興
課
長

　

農
業
振
興
地
域
の
見
直

し
、
農
道
・
水
路
の
整
備
、

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
へ

の
対
応
な
ど
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
担
い
手
確

保
の
取
組
み
が
最
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
機
械
利
用
組

合
や
法
人
化
な
ど
、
直
接

効
果
の
あ
る
支
援
を
考
え

ま
す
。

案
浦

　

駕
与
丁
公
園
に
賑
わ
い

を
も
た
ら
す
施
設
（
レ
ス

ト
ラ
ン
・
売
店
な
ど
）
に

つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か

ら
広
く
意
見
提
案
を
求
め

る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
を
実
施
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

田
代・都
市
計
画
課
長

　

他
都
市
の
実
施
状
況
を

調
査
し
、
検
討
し
ま
す
。

案
浦

　

水
鳥
橋
の
復
旧
に
、
工

期
や
工
事
費
節
減
の
た
め
、

国
や
他
自
治
体
が
取
り
組

み
始
め
た
性
能
発
注
方
式

（
設
計
と
施
工
を
一
括
発

注
）
を
検
討
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

都
市
計
画
課
長

　

予
算
を
考
慮
し
て
、
検

討
し
ま
す
。

案
浦

　

町
民
手
づ
く
り
の
花
火

大
会
は
行
え
な
い
の
で
す
か
。

八
尋・地
域
振
興
課
長

　

実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
実
施
に
向
け
て
検
討

し
ま
す
。

案
浦

　

町
長
の
公
約
、
町
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
駕
与
丁
公
園

の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長

　

現
在
の
財
政
状
況
で
は
、

公
園
の
整
備
は
難
し
い
。

　

民
間
の
力
を
活
用
し

て
、
憩
い
を
感
じ
ら
れ
る

公
園
に
発
展
す
る
よ
う
、

尽
力
し
ま
す
。

駕与丁公園の整備は
箱田・町長／民間活力による整備を検討します

案
浦

　

町
長
の
公
約
、
現
場
の

声
を
活
か
し
た
農
業
政
策

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町
長

　

生
産
者
と
消
費
者
が

非
常
に
近
い
粕
屋
町
で
、

食
の
安
心
安
全
を
共
有

で
き
る
地
産
地
消
の
都

市
農
業
を
進
め
、
地
域

完
結
型
の
農
業
を
目
指

し
ま
す
。

駕与丁公園

※サウンディング型市場調査　�公園などの有効活用方法について、民間事業者から広く意見・

提案を求め、「対話」を通じて市場性などを把握する調査

※
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福永　善之 議員

役場内の内部統制は
吉武・副町長／今回の事案は例外です

福
永

　

箱
田
町
長
が
考
え
ら
れ

て
い
る
執
行
部
と
は

箱
田・町
長

　

議
決
機
関
で
あ
る
町
議

会
に
対
し
、
町
長
以
下
、

そ
の
配
下
の
職
員
を
指
す

も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

福
永

　

粕
屋
町
の
場
合
、
町
長

含
め
、
副
町
長
・
教
育
長
、

及
び
課
長
職
以
上
の
職
員

と
い
う
認
識
で
い
い
で
す

か
。

町
長

　

は
い
。

福
永

　

厚
生
常
任
委
員
会
で
、

前
町
長
と
前
子
ど
も
未

来
課
長
よ
り
、
老
朽
化

し
た
町
立
保
育
所
の
建

て
替
え
事
案
に
つ
い
て
、

建
屋
リ
ー
ス
案
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
両
氏
は
、
辞

職
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

件
に
関
し
て
他
の
課
長
級

以
上
の
職
員
と
情
報
の
共

有
は
で
き
て
い
ま
し
た
か
。

副
町
長

　

前
町
長
か
ら
は
、
こ

の
件
に
つ
い
て
聞
い
て

い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子
ど
も
未
来

課
の
職
員
も
何
も
知
ら

な
い
と
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。

福
永

　

正
式
な
委
員
会
で
執
行

部
か
ら
提
案
を
受
け
た
情

報
が
執
行
部
内
で
共
有
さ

れ
て
い
な
い
の
は
、
何
が

問
題
で
す
か
。

副
町
長

　

前
町
長
が
私
を
含
め
、

関
係
各
課
に
話
を
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

重
要
案
件
に
関
し
て

は
、
通
常
は
役
場
内
で
情

報
は
共
有
し
て
い
ま
す
。

福
永

　

今
回
の
事
案
は
、
例
外

で
あ
り
、
現
在
、
役
場
内

の
内
部
統
制
は
で
き
て
い

る
、
と
い
う
認
識
で
い
い

で
す
か
。副

町
長

　

は
い
。そ
の
と
お
り
で
す
。

福
永

　

三
役
の
教
育
長
の
認

識
は西

村・教
育
長

　

役
場
の
内
部
統
制
が
ば

ら
ば
ら
の
よ
う
に
聞
こ
え

ま
す
が
、
私
は
、
役
場
は

組
織
と
し
て
機
能
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
事
案
は
、

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

議
員
が
何
を
お
聞
き
に

な
り
た
い
の
か
教
え
て
下

さ
い
。

福
永

　

組
織
と
し
て
発
言
し
た

こ
と
に
対
し
、
も
し
変
更

が
あ
る
場
合
に
は
、
組
織

と
し
て
対
応
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
の
で
す
か
。

　

内
部
統
制
が
で
き
て
い

な
い
と
不
正
の
温
床
に
な

り
ま
す
。

副
町
長

　

委
員
会
で
説
明
を
さ
れ

た
お
二
人
は
辞
職
し
、
私

と
し
て
は
、
も
う
こ
の
事

案
は
初
め
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
と
い
う
認
識
で
い
ま

し
た
。

　

建
屋
リ
ー
ス
案
を
知
ら

な
い
職
員
が
、
こ
の
事
案

に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
か
。

福
永

　

け
じ
め
の
問
題
で
す
。

内部統制とは…
組織がその目的を有効・効率的かつ適正
に達成するために、その組織の内部にお
いて適用されるルールや業務プロセス
を整備し運用すること、ないしその結果
確立されたシステムをいう
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教
育
長

　

私
は
途
中
か
ら
の
関
わ

り
で
す
が
、
ま
っ
た
く
そ

の
通
り
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

ス
タ
ー
ト
時
点
の
契

約
、
そ
の
辺
に
も
う
少
し

慎
重
さ
が
あ
れ
ば
と
い
う

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

本
田

　

過
ち
は
過
ち
と
し
て
、

で
も
同
じ
間
違

い
を
二
度
と
し

な
い
よ
う
に
、

今
回
、
内
部
統

制
の
件
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

本田　芳枝 議員

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
町
の

顧
問
弁
護
士
に
は
相
談

せ
ず
、
工
事
一
時
停
止
の

通
告
を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
に
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
護
者
会
を

開
き
意
見
を
求
め
、
工

事
再
開
と
な
り
ま
し
た
が
、

Ｓ
Ｐ
Ｃ
よ
り
遅
延
損
害
金

を
請
求
さ
れ
る
事
態
に
ま

で
発
展
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
巨
大
な

組
織
に
立
ち
向
か
う
に
は

そ
れ
な
り
の
体
制
が
必
要

で
、
残
念
な
が
ら
粕
屋
町

に
は
そ
の
覚
悟
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

事
実
の
認
識
で
間
違
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

本
田

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の

際
の
地
盤
調
査
で
、
鉛
化

合
物
の
基
準
以
上
の
検
出

と
い
う
予
定
外
の
こ
と
が

執
行
部
を
慌
て
さ
せ
、
２

回
目
の
敷
地
調
査
費
捻
出

の
た
め
に
急
き
ょ
、
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
契
約
の

弁
護
士
費
用
、
配
膳
室
調

査
費
用
を
あ
て
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
弁
護
士
介

在
な
し
で
の
事
業
契
約
が
、

前
々
町
長
の
時
代
に
取
り

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
中
障
害

物
の
処
理
費
用
に
８
，

０
０
０
万
円
要
求
さ
れ

た
時
に
、
前
町
長
は
議
会

に
説
明
し
て
意
見
を
求

敷
地
調
査
費
に

弁
護
士
費
用
を
流
用

西
村・教
育
長
／
ス
タ
ー
ト
時
点

に
慎
重
さ
が
あ
れ
ば

箱
田・町
長

　

組
織
が
い
き
い
き
と
そ

の
仕
事
が
で
き
る
の
は
ま

さ
に
内
部
統
制
だ
と
思
い

ま
す
。

　

公
の
地
方
自
治
体
に
お

い
て
は
、
企
業
で
い
う

財
務
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
一
つ
の
施
策
が
ど
う

影
響
を
及
ぼ
す
か
、
あ
る

い
は
反
対
に
ど
う
い
う
リ

ス
ク
を
こ
う
む
る
か
、
そ

こ
ま
で
考
え
て
税
金
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
に
判
断
し
て
、

組
織
の
決
定
を
し
ま
す
。

　

一
人
の
個
人
が
思
い
付

き
で
す
る
よ
う
な
こ
と
で

は
だ
め
で
、
内
部
統
制
に

つ
い
て
は
、
私
も
し
っ
か

り
こ
の
組
織
の
中
で
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○�

巡
回
バ
ス
の
事
業
化

は

その他の質問

給食センター地盤調査柱状図地表下５ｍの写真（一区画）

0m

5m
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中
野

　

近
年
頻ひ

ん

発ぱ
つ

す
る
自
然

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

町
長
の
ご
自
宅
は
河
川
横

に
あ
り
ま
す
が
、”自
助
“と

い
う
観
点
か
ら
ど
の
よ

う
な
対
策
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。箱

田・町
長

　

従
来
の
地
盤
よ
り
も

上
げ
て
家
を
建
て
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
須
恵
川
の
水
位

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
見
て
い

ま
す
。

　

そ
の
こ
と
で
、
人
間
の

目
で
見
て
危
険
で
あ
る
か

ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ

う
な
監
視
体
制
を
つ
く
ら

中野　敏郎 議員

自然災害への対応は
中小原・協働のまちづくり課長／

わかりやすいハザードマップを作ります

ね
ば
と
、
自
分
の
経
験
か

ら
思
い
ま
し
た
。

中
野

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
り
替
え
る
補
正
予
算

が
で
な
か
っ
た
が
、
緊

急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

来
年
度
の
当
初
予
算
で

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

じ
っ
く
り
と
検
討
を
重

ね
、
だ
れ
が
見
て
も
す
ぐ

わ
か
る
よ
う
な
立
派
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
す
。

中
野

　

そ
れ
で
は
遅
い
の
で

は
。

　

ど
う
し
て
も
足
り
な

い
と
こ
ろ
は
出
て
く
る

も
の
。

　

早
く
、
そ
し
て
回
数

を
重
ね
る
こ
と
が
必
要

で
は
。

町
長

　

綿
密
に
専
門
家
を
交

え
て
計
測
し
直
す
必
要

も
あ
り
ま
す
。

　

事
前
の
調
査
を
含
め

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

中
野

　

町
長
は
「
防
災
の
日
」

制
定
も
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
防
災
の

日
を
書
き
込
ん
で
告
知

で
き
る
よ
う
仕
組
ま
れ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
リ
ズ
ム
で
は
遅

い
で
す
ね
。

　

一
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
対
応
は
。

山
野・学
校
教
育
課
長

　

学
校
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
身
を
守
る
と

い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
学
校
の
周
り
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
な
い
粕

屋
中
学
校
以
外
の
ブ
ロ
ッ

民放でも報道された仲原保育所西側のブロック塀

ク
塀
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

内
容
は
、鉄
筋
の
有
無
・

基
礎
・
ひ
び
割
れ
・
傾

き
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

○�

今
後
の
行
政
運
営
は

その他の質問

が
、
高
さ
と
、
控
え
壁
に

不
適
格
な
箇
所
が
あ
り
ま

し
た
。

　

仲
原
小
学
校
の
東
側
は

現
在
、
対
策
工
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
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太田　健策 議員

町
長

　

係
争
中
案
件
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
答
弁
は

控
え
ま
す
。太

田

　

係
争
中
、
係
争
中
っ
て

ど
こ
が
ひ
っ
か
か
る
の
で

す
か
、
税
金
の
使
い
方
を

町
長
が
説
明
す
る
の
は
貴

方
の
仕
事
で
す
よ
。

　

町
民
を
無
視
し
た
言

い
方
は
な
い
で
す
よ
。

町
長

　

答
弁
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

太
田

　

粕
屋
町
に
は
24
行
政
区

あ
り
ま
す
が
、
行
政
区
の

加
入
率
は
何
％
で
す
か
。

総
務
課
長

　

区
の
役
員
の
方
に
ご
負

担
を
か
け
ま
す
の
で
、
定

期
的
に
調
査
は
や
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
の
4
月
現
在

で
83
・
5
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

太
田

　

区
の
中
に
は
規
約
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
区

民
に
規
約
が
配
布
さ
れ
て

い
な
い
た
め
に
、
不
正
が

あ
っ
て
い
る
と
私
に
投
書

が
来
て
い
ま
す
。

　

公
金
を
支
払
っ
て
い
る

と
問
題
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
。総

務
課
長

　

区
の
規
約
に
関
し
て
は

各
区
が
そ
れ
ぞ
れ
総
会
な

ど
の
決
議
を
経
て
作
ら
れ

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

太
田

　

各
区
へ
区
長
・
組
長

手
当
、
補
助
金
な
ど
が
町

か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
不
正
が
な
い
よ
う
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

総
務
課
長

　

複
数
の
課
か
ら
補
助
金

を
交
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
チ
ェ
ッ
ク
を

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
訴
訟
が
起
き
た
な

か
で
、
ど
う
い
う
町
づ
く

り
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

町
長

　

誇
れ
る
町
づ
く
り
と

直
接
関
係
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　

係
争
中
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
の
都
度
判

断
し
ま
す
。太

田

　

町
長
が
副
町
長
時
代
に

契
約
さ
れ
て
、
事
業
契
約

の
内
容
で
、
訴
訟
が
起
さ

れ
た
の
だ
か
ら
、
ど
う
い

う
理
由
で
裁
判
に
な
っ
た

か
、
町
民
に
説
明
責
任
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

太
田

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
で
住
民
訴
訟
が
起

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

町
長

　

福
岡
地
方
裁
判
所
に

住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

非
常
に
残
念
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
裁
判
所
に
お

け
る
判
断
を
真
摯
に
受

け
と
め
ま
す
。

太
田

　

町
長
は
今
回
の
町
長
選

挙
公
約
の
中
で
、
誇
れ
る

町
づ
く
り
を
う
た
っ
て
あ

り
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
の
住
民
訴
訟
は

箱
田・町
長
／
裁
判
所
の
判
断

を
真
摯
に
受
け
と
め
る

行政区のあり方は
堺・総務課長／区の規約は各区で決められています
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川
口

　
（
出
張
の
時
は
）
ど
こ
に

ど
う
い
う
用
件
で
出
張
し

ま
す
と
書
い
て
出
し
ま
す
。

　

そ
う
い
う
記
録
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

堺・総
務
課
長

　

旅
費
の
計
算
書
的
な
物

で
行
き
先
は
わ
か
り
ま
す

が
、
用
件
な
ど
は
確
か
書

い
て
な
か
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。

川
口

　

池
田
元
副
町
長
が
Ｓ
Ｐ

Ｃ
と
交
渉
し
た
の
か
ど
う

か
も
確
か
め
よ
う
が
な
い

わ
け
で
す
ね
。

総
務
課
長

　

確
か
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

川
口

　

Ｓ
Ｐ
Ｃ
問
題
に
つ
い
て
は
、

ど
う
な
っ
た
の
か
は
”全
然

闇
の
中
“で
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　

議
長
。山

𦚰・議
長

　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

川
口

　

行
政
の
あ
り
方
と
し
て

一
考
を
要
し
ま
す
ね
。

町
長

　

内
部
統
制
に
つ
き
ま
し

て
は
、し
っ
か
り
行
い
ま
す
。

川口　晃 議員

SPC問題は“闇の中”
箱田・町長／要するに統治がされてない状況

Ｊ
Ｒ
篠
栗
線
、
篠
栗
駅
ま
で
の
準
急
化
を

田
代・都
市
計
画
課
長
／
関
係
団
体
に
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望
を
提
出

川
口

　

原
町
駅
に
準
急
が
と

ま
り
、
一
日
の
乗
降
客
が

現
在
の
２
８
０
０
人
か
ら

３
８
０
０
人
以
上
に
な
れ

ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
も
補
助
金
が
つ
き
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

門
松
は
交
通
の
要よ

う

衝し
ょ
う

で

す
。

　

こ
こ
に
障
害
者
特
別
支

援
学
校
を
誘
致
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

南
側
に
ニ
万
㎡
の
丘
陵

地
が
あ
り
、
門
松
駅
に
準

急
が
と
ま
れ
ば
周
辺
が
一

変
し
ま
す
。

　

篠
栗
町
や
須
恵
町
の
住

民
に
も
喜
ば
れ
ま
す
。

箱
田・町
長

　

準
急
化
に
つ
い
て
は
現

在
進
行
形
で
す
。

都
市
計
画
課
長

　

粕
屋
町
の
Ｊ
Ｒ
駅
は
、

今
後
も
利
用
者
数
は
増
加

す
る
と
推
定
し
て
い
ま

す
。

　

篠
栗
駅
ま
で
の
準
急
化

は
難
し
い
と
推
測
さ
れ
ま

○�

新
町
長
の
所
信
は

○�

子
ど
も
・
青
少
年
の

支
援
の
問
題

その他の質問

す
が
、
各
市
町
村
か
ら
交

通
事
業
者
に
要
望
を
ま
と

め
て
い
る
『
福
岡
県
地
域

交
通
体
系
整
備
促
進
協
議

会
』
へ
、
原
町
駅
・
門
松

駅
に
快
速
の
停
車
を
Ｊ
Ｒ

へ
要
望
事
項
と
し
て
上
げ

て
頂
く
よ
う
八
月
に
提
出

し
て
い
ま
す
。

JR福北ゆたか線原町駅駅舎
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久我　純治 議員

久
我

　

前
町
長
、
前
副
町
長
、

ま
た
子
ど
も
未
来
課
長

の
３
人
と
も
一
身
上
の

都
合
と
の
急
な
退
職
届

で
不
自
然
で
す
。

　

前
町
長
と
子
ど
も
未

来
課
長
は
、
厚
生
常
任

委
員
会
に
出
て
、
老
朽

化
し
た
２
保
育
所
を
プ

レ
ハ
ブ
園
舎
の
リ
ー
ス

で
対
応
し
て
い
く
よ
う

な
話
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
課
長
は
突

然
退
職
届
を
出
し
て
町

長
選
に
立
候
補
し
ま
し

た
。

　

３
人
と
も
行
政
の
方

に
は
何
も
申
し
送
り
が

な
か
っ
た
し
、
記
録
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
町
長
は
、
議
員
に

対
し
て
直
接
退
職
の
挨

拶
も
な
く
退
庁
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
人
の
退
職
の
仕
方

が
、
こ
れ
が
現
実
で
し

た
と
町
民
に
言
い
た
い
。

　

間
違
い
あ
り
ま
す
か
。

総
務
課
長

　

間
違
い
と
言
え
る
と

こ
ろ
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

久
我

　

前
町
長
入
院
か
ら
退

職
８
月
10
日
ま
で
の
勤

務
日
数
は
。

総
務
課
長

　

職
務
代
理
分
を
除
き
、

土
日
祝
日
含
め
１
５
６

日
で
す
。

久
我

　

退
職
金
は
。

総
務
課
長

　

所
得
税
な
ど
含
み

約
１
，１
７
０
万
円
で
す
。

か
性
能
発
注
方
式
と
か

発
注
前
に
色
々
注
文
で

き
な
い
の
で
す
か
。

都
市
計
画
課
長

　

委
員
会
報
告
で
、
設

久
我

　

再
建
の
た
め
の
設
計

料
が
４
，０
０
０
万
円
と

高
額
の
た
め
、
修
正
案
を

出
し
ま
し
た
。

　

16
年
で
落
橋
し
た
の

は
、
設
計
ミ
ス
と
施
工

ミ
ス
と
の
こ
と
で
す
。

　

賠
償
責
任
も
10
年
過

ぎ
て
い
る
た
め
、
ど
こ

に
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

当
時
行
政
に
設
計
図
、

ま
た
施
工
の
分
か
る
人
が

い
た
な
ら
ば
良
か
っ
た
の
に
。

　

で
す
が
自
分
自
身
の
こ

と
だ
っ
た
ら
、
安
く
て
良

い
も
の
を
得
る
た
め
に
注

文
し
た
り
、
色
ん
な
方
法

を
考
え
、
工
夫
し
ま
す
。

　

入
札
も
一
般
公
募
と

水
鳥
橋
の
再
建
は

田
代・都
市
計
画
課
長
／
一
括
発
注

方
式
な
ど
予
算
を
見
な
が
ら
検
討

特別職、また公務員の退職の経緯は
堺・総務課長／言われたことに間違いはありません

橋脚を残した水鳥橋

計
上
や
施
工
上
の
配
慮

不
足
と
指
摘
を
受
け
ま

し
た
。

　

設
計
施
工
一
括
発
注

方
式
を
含
め
予
算
を
考

え
な
が
ら
検
討
を
進
め

ま
す
。
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田
川

　

老
朽
化
し
た
町
立
保
育

所
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

前
町
長
は
９
０
０
０
余
名

の
署
名
や
町
議
会
の
請
願

採
択
を
拒
否
し
て
民
営
化

あ
り
き
で
し
た
。

　

箱
田
新
町
長
の
町
立
保

育
所
に
対
す
る
施
策
と
方

針
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

　

建
て
替
え
は
可
能
な
限

り
早
く
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
財
政
的
な
負
担

が
非
常
に
大
き
い
の
で
財

源
を
研
究
し
な
が
ら
早
急

に
検
討
し
ま
す
。

田
川

　

国
の
公
共
施
設
整
備
費

を
活
用
す
れ
ば
総
建
設

費
３
億
５
千
万
円
の
場
合
、

50
％
は
地
方
税
で
措
置
さ

れ
、
残
り
50
％
の
う
ち

20
％
３
５
０
０
万
円
の
財

源
確
保
が
可
能
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。町

長

　

ご
指
摘
の
財
源
は
50
％

が
事
業
費
補
正
も
し
く
は

単
位
費
用
の
参
入
が
で
き

る
の
で
有
効
な
起
債
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
の
で
調
査

研
究
し
ま
す
。

田
川

　

町
の
公
共
施
設
整
備
基

金
を
活
用
し
て
計
画
的
に

中
央
と
仲
原
保
育
所
を
１

園
ず
つ
建
替
え
る
こ
と
も

一
つ
の
選
択
肢
で
す
。

町
長

　

町
の
基
金
は
、
特
定
目

田川　正治 議員

町立保育所の建て替えを早急に
箱田・町長／国の制度や町の基金の財源を検討

中央スポーツ公園

的
基
金
の
事
業
計
画
と
し

て
、
中
長
期
的
な
財
政
計

画
の
中
で
基
金
を
取
り
崩

し
て
、
施
策
を
行
な
う
こ

と
を
早
急
に
考
え
ま
す
。

田
川

　

地
震
対
策
や
雨
漏
り
な

ど
緊
急
性
が
あ
る
大
規
模

改
修
は
、
国
の
緊
急
防
災

減
債
事
業
債
を
活
用
す
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

町
長

　

国
の
制
度
が
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
詳

細
に
つ
い
て
は
以
後
研

究
・
検
討
し
ま
す
。

水
害
対
策
に
地
下
貯
水
槽
の
増
設
を

災
害
避
難
場
所
の
体
育
館
に
冷
暖
房
を

箱
田・町
長
／
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
場
所
も
有
効

西
村・教
育
長
／
国
の
補
助
金
あ
れ
ば
調
べ
て
検
討
を

田
川

　

水
害
台
風
対
策
は
、
水

路
の
工
事
と
溜
池
の
水
の

排
水
調
整
と
併
せ
て
、
役

場
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
あ
る

地
下
貯
水
槽
を
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
埋
設
し
、
冠
水
に

よ
る
被
害
を
防
止
す
べ
き

で
す
。

田
川

　

台
風
水
害
な
ど
で
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
小
中

学
校
の
体
育
館
の
冷
暖
房

設
置
は
国
の
補
助
金
が
あ

る
の
で
検
討
す
べ
き
で
す
。

町
長

　

非
常
に
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
が
、
国
の
補

助
金
や
起
債
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
中
央
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
場
所
も
非
常
に

有
効
な
手
立
て
に
な
り
、

私
も
同
感
で
す
の
で
、
検

討
課
題
に
し
ま
す
。

教
育
長

　

国
の
補
助
金
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
早
急
に
調

べ
ま
し
て
、
前
向
き
に

検
討
し
ま
す
。
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井上　正宏 議員

　

ど
う
い
う
ふ
う
な

交
渉
を
さ
れ
た
の
か
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

井
上

　

９
月
11
日
の
全
員
協
議

会
の
場
で
、
羽
田
野
弁
護
士

は
金
額
に
つ
い
て
、
代
理
人

同
士
で
決
め
る
話
で
あ
る
。

　

池
田
氏
の
発
言
は
あ
り
え

な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

は
い
、

間
違
い

ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

井
上

　

６
月
議
会
の
中
で
前
町

長
に
、
市
制
推
進
室
の
設

置
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
の
質
問
で
、
前
町
長

は
早
速
、
検
討
し
た
い
と

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

町
長

　

市
制
推
進
室
の
設
置

は
、
こ
れ
は
私
が
聞
い
た

と
こ
ろ
で
は
ま
だ
、
何
も

動
い
て
な
い
よ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
は
、
現
段
階
で
は
時

期
尚
早
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

井
上

　

ま
だ
、
時
期
が
早
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

単
独
と
か
合
併
と
か
の
そ

う
い
う
議
論
の
中
で
、
市

制
に
向
け
て
は
、
ど
う
考

え
ら
れ
ま
す
か
。

町
長

　

選
択
肢
は
、
い
ろ
い
ろ

ご
ざ
い
ま
す
。

　

職
員
間
の
知
識
の
習

得
、
そ
し
て
情
報
の
共
有

あ
た
り
を
行
い
ま
し
て
、

準
備
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

断
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
間
違
い
な
い
で
す
ね
。

副
町
長

　

間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

井
上

　

給
食
セ
ン
タ
ー
工
事
中

断
で
の
増
額
費
用
が
池
田

氏
の
交
渉
の
結
果
、
大
幅

減
額
に
な
っ
た
と
本
人
が

発
言
さ
れ
ま
し
た
が
。

神
近・給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

池
田
氏
が
東
京
に
行
か

れ
て
、
当
時
の
交
渉
結
果

と
か
、
そ
う
い
う
記
録
は

ま
っ
た
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

井
上

　

前
町
長
か
ら
２
月
１
日

付
け
で
退
職
を
認
め
ま
す

と
メ
ー
ル
が
き
た
と
の
話

で
す
が
、
池
田
氏
の
退
職

日
が
１
月
21
日
に
な
ぜ
変

更
さ
れ
た
の
で
す
か
。

副
町
長

　

最
初
か
ら
変
更
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

前
町
長
か
ら
池
田
氏
の
辞

職
の
手
続
き
を
進
め
る
よ
う

に
と
指
示
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

井
上

　

１
月
21
日
付
け
の
最
終

的
判
断
は
、
前
町
長
の
判

前
池
田
泰
博
副
町
長

の
挨
拶
は

吉
武・副
町
長
／

�

挨
拶
の
内
容
は
存
じ
ま
せ
ん

市制に向けての準備は
箱田・町長／職員でチームを組んで

議員控室

市制施行は家族の願い
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議会報告会を開催します
日　時　11月18日（日）
　　　　午後3時30分～（3時間程度）
場　所　サンレイクかすや 多目的ホール

1部　平成29年度決算の
        報告・質疑
        午後3時30分～（40分程度）

2部　平成29年11月実施の意見交換会の最終報告・質疑
        午後4時20分～（60分程度）

3部　平成30年第2回　意見交換会（テーマは、5つ）
        午後5時20分～（70分程度）

興味のある分野
のみの参加でも
歓迎いたします。

班名
議員配置 まちづくりへ提言

個別テーマ司会 書記 アドバイザー
A 小池 井上

八尋 市制に向けた環境整備に関して（合併による市制・
単独市制のメリット・デメリットについて）B 安藤 鞭馬

C 太田 中野
久我

落橋した駕与丁公園の水鳥橋について
D 川口 案浦 プラスチックごみの環境問題について
E 本田 末若

山脇
高齢者支援サービスについて

F 木村 田川 子育て支援サービスについて

多くの方のご来場をお待ちしております。
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　議会だよりが創刊された昭和50年代当時の粕
屋町と今の粕屋町を比べてみました。
　時代と共に発展を遂げる我が町。
　先人たちに感謝し、私たち議会もふるさとのた
め、明日の粕屋のためがんばってまいります。

福岡県粕屋町議会

かすや

９月定例会
2018年11月５日発行

粕屋の記憶

９月定例会　ピックアップ 2
一般質問 10人 12
議会報告会 23

NO.150

150号　記念誌
特別　企画

む
か
し

旧伊賀駅旧伊賀駅

旧粕屋町役場庁舎旧粕屋町役場庁舎

旧国鉄勝田線
201号線踏切付近
旧国鉄勝田線
201号線踏切付近

旧国鉄勝田線沿線付近旧国鉄勝田線沿線付近

粕屋町役場庁舎粕屋町役場庁舎

伊賀駅伊賀駅

い
　ま

議会だより

デザイン化されたかすカモちゃんは次回登場
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次回12月議会は…
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	 一般質問予定
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